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６．施設栽培「シャインマスカット」の結実安定のための花穂整形方法 
 

［要約］ 

施設栽培の「シャインマスカット」では、開花直前の花穂整形時に花穂の先端部を３～

3.5cm 程度に整形すると結実率が高くなり、良好な房づくりが可能となる。 
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［背景・ねらい］ 

施設栽培の「シャインマスカット」では、開花期の天候が不順な年には結実不良を生じや

すく、着粒不足による秀品率の低下が問題となっている。このため、現地では花穂整形時に

先端部を長く残そうとするが、花穂先端部の長さと結実の関係は不明である。そこで、開花

直前の花穂整形時の先端部の長さが結実に及ぼす影響を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．無加温栽培における結実率は、花穂整形時の花穂先端長が３～3.5 ㎝区は５～5.5 ㎝区に

比べて明らかに高い。２月上旬加温栽培でも、３～3.5 ㎝区では５～5.5 ㎝区に比べて有意

な差ではないもののやや高い。また、80％以上結実した花穂の割合は、両作型ともに３～

3.5 ㎝区では明らかに高い（図１、表１）。 

２．両作型において、３～3.5 ㎝区の結実数は約 50～60 個であり、十分な結実数が確保され

ている（表１）。 

３．２月上旬加温栽培における穂軸長は、５～5.5 ㎝区では約 12 ㎝で明らかに長いものの、

３～3.5 ㎝区では栽培指針で管理の目安としている約８㎝となる（図２）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本試験では開花直前（満開４～６日前）に花穂整形を行ったもので、さらに早い時期に

花穂整形を行う場合は、その後の伸長も考慮してやや短めとする。 

２．両栽培ともに、無核化処理ではジベレリン 25ppm にフルメット５ppm を加用した結果で

ある。 

３．結実安定のためには、本成果とともに、開花期頃の摘心を徹底し、結実安定のためのホ

ルモン処理を満開時～３日後に行う。 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/
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［具体的データ］ 

 

５～5.5 ㎝              ３～3.5 ㎝ 

図１ 花穂整形の長さの違いによる先端部の状況   図２ ２月上旬加温栽培「シャインマ

（矢印の範囲を花穂先端部の長さとして計測）    スカット」における花穂整形時 

の先端部の長さが穂軸の伸長に 

及ぼす影響 

 

表１ 「シャインマスカット」の施設栽培における花穂整形時の先端部の長さが結実に 

及ぼす影響 

 

 

［その他］ 

研究課題名：加温栽培「シャインマスカット」の高糖度・高品質安定生産技術の確立 

予算区分：県単 

研究期間：2016～2020 年度 

研究担当者：久保田朗晴、安井淑彦、中島譲、藤原聡 

関連情報等：１）平成 27 年度試験研究主要成果、53-54 
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